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主な記事
2・3面 2022都本部賃金確定闘争 到達点

2022都本部組織集会 1・2・3分科会
コラム 私たちが生活しやすい社会環境はどうやってつくる？

4面 私のおすすめ（自治労環衛サービス労働組合 執行委員長 蓬田浩一）
第59回護憲大会
自治労「国際連帯救援カンパ」のお願い

企 画 総 務 局

▲東京地公労2022秋季年末闘争学習決起集会（10／31）の様子

22002222賃賃金金確確定定闘闘争争
一一定定のの成成果果もも、、課課題題をを残残すす

本
年
は
、
東
京
都
・
特
別
区

そ
れ
ぞ
れ
の
人
事
委
員
会
勧
告

に
お
い
て
、
月
例
給
・
一
時
金

の
引
上
げ
勧
告
と
な
っ
た
が
、

急
激
な
物
価
上
昇
が
す
べ
て
の

世
代
に
影
響
を
及
ぼ
す
中
で
、

月
例
給
の
改
定
が
若
年
層
に
留

ま
る
な
ど
、
組
合
員
の
期
待
を

裏
切
る
も
の
で
あ
っ
た
。

地
公
労
に
結
集
・
意
思
統
一
を

図
る賃

金
確
定
闘
争
の
本
格
化
に

先
立
ち
、
東
京
地
公
労
は
10
月

31
日
、「
2
0
2
2
秋
季
年
末

闘
争
学
習
決
起
集
会
」
を
田
町

交
通
ビ
ル
6
階
ホ
ー
ル
で
開
催

し
た
。
挨
拶
に
立
っ
た
染
議
長

（
自
治
労
東
京
委
員
長
）
は
、

勧
告
に
つ
い
て
「
一
定
程
度
の

評
価
を
す
る
事
が
出
来
る
が
、

全
て
の
世
代
が
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
れ
ば
、
決
し
て
手
放
し
で
喜

べ
は
し
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
数

年
一
時
金
の
引
上
げ
は
、
勤
勉

手
当
の
引
上
げ
で
、
東
京
都
・

特
別
区
と
も
に
勤
勉
手
当
の
比

率
は
す
で
に
国
を
上
回
っ
て
い

る
。
勤
勉
手
当
が
支
給
さ
れ
な

い
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
は
、
一
時
金
の
引
上
げ
に
繋

が
ら
な
い
勧
告
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
一
時
金
の
期
末
手
当
の

配
分
を
含
め
て
、
交
渉
を
積
み

重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
2

0
2
2
秋
季
年
末
闘
争
の
勝
利

に
む
け
て
全
て
の
東
京
地
公
労

の
仲
間
の
奮
闘
を
誓
い
合
お

う
」と
組
合
員
に
呼
び
掛
け
た
。

都
・
区
・
市
町
の
交
渉
概
要

こ
う
し
た
中
、
東
京
都
は
11

月
10
日
、
特
別
区
・
市
町
職
は

17
日
に
交
渉
の
ヤ
マ
場
を
迎
え

た
。
そ
れ
ぞ
れ
月
例
給
・
一
時

金
は
勧
告
通
り
の
実
施
と
な
っ

た
が
、
都
労
連
交
渉
で
は
、
都

側
が
退
職
手
当
制
度
見
直
し
提

案
に
固
執
し
続
け
、
労
使
が
鋭

く
対
立
も
、
見
直
し
を
阻
止
。

特
区
連
交
渉
で
は
、
公
民
比
較

方
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
区

長
会
か
ら
「
人
事
委
員
会
へ
の

要
請
を
検
討
す
る
」
と
い
う
回

答
を
引
き
出
し
、
賃
金
水
準
の

回
復
に
む
け
た
足
掛
か
り
を
確

保
し
た
。
市
町
職
単
組
に
お
い

て
も
、
粘
り
強
い
交
渉
に
よ

り
、
多
く
の
単
組
が
都
人
勧
に

準
拠
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
一
時
金
に
つ
い
て
複
数

の
単
組
で
引
上
げ
を
勝
ち
取
る

な
ど
の
成
果
を
得
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
交
渉
組
織
で
一

定
の
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
が
引

き
続
き
多
く
の
課
題
も
残
る
。

▼
2
面
で
は
、
東
京
都
・
特

別
区
・
市
町
職
の
到
達
点
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
報
す
る
。

月
例
給
・
一
時
金
、勧
告
通
り
の
実
施

固
執
す
る
当
局
、粘
り
強
い
交
渉

2
0
2
2
賃
金
確
定
闘
争
は
、
都
労
連
が
11
月
10
日
、
特
区
連
・
市
町
職
は
17
日
に
交
渉
の

ヤ
マ
場
を
迎
え
た
。
都
本
部
は
、
2
0
2
2
賃
金
確
定
闘
争
方
針
に
基
づ
き
、
東
京
地
公
労
へ

の
結
集
、
都
労
連
・
特
区
連
・
東
京
清
掃
労
組
と
の
連
携
強
化
、
市
町
職
単
組
の
交
渉
支
援
と

な
る
東
京
都
市
町
村
課
や
東
京
都
市
長
会
等
へ
の
要
請
、
単
組
交
渉
状
況
の
共
有
化
に
よ
る
交

渉
の
到
達
点
の
底
上
げ
を
め
ざ
し
、
統
一
闘
争
を
進
め
た
。

全
体
会
の
冒
頭
、
主
催
者
挨

拶
に
立
っ
た
都
本
部
の
松
村
副

委
員
長
は
、「
労
働
組
合
は
、

自
分
た
ち
の
権
利
や
労
働
条

件
、
生
活
を
守
る
た
め
、
労
働

者
が
団
結
し
て
闘
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
存
在
し
て

い
る
。
組
合
員
の
要
望
や
悩
み

を
く
み
上
げ
、
そ
の
中
か
ら
何

か
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
確
実
に
仲
間
意
識
が
強
ま

り
、
組
織
は
強
ま
る
こ
と
に
な

る
。『
組
合
は
み
ん
な
で
つ
く

る
も
の
と
い
う
意
識
を
い
か
に

共
有
で
き
る
か
』
を
意
識
す
る

こ
と
が
重
要
。
本
集
会
を
通
じ

て
、
参
加
者
全
員
で
『
組
織
の

強
化
・
拡
大
』
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

基
調
提
起
で
は
篠
﨑
副
委
員

長
（
組
織
局
長
）
が
、「
現
在

の
都
本
部
組
合
員
数
は
、
5

7
、2
9
0
人
で
コ
ロ
ナ
禍
前

と
な
る
3
年
前
か
ら
3
、5
4

1
人
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
新

規
加
入
者
の
伸
び
悩
み
や
脱
退

者
の
増
加
に
よ
る
人
数
減
が
続

い
て
い
る
。
自
治
労
運
動
の
持

続
と
発
展
に
関
わ
る
問
題
と
し

て
危
機
感
を
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
し
た
。
そ
の
上
で
、

①
新
採
職
員
の
加
入
促
進
、
②

単
組
執
行
部
の
担
い
手
づ
く

り
、
③
再
任
用
・
会
計
年
度
任

用
職
員
・
民
間
委
託
労
働
者
の

組
織
化
を
提
起
。
本
集
会
を
節

目
に
、
厳
し
い
組
織
状
況
を
乗

り
越
え
、
組
織
強
化
・
拡
大
を

め
ざ
す
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

続
く
、
基
調
講
演
で
は
自
治

労
共
済
推
進
本
部
の
安
東
事
務

局
長
に
よ
る
「
共
済
活
動
を
通

じ
た
組
織
強
化
・
拡
大
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、「『
働

く
上
で
の
困
り
ご
と
を
支
え
る

労
働
組
合
』
と
『
暮
ら
す
上
で

の
困
り
ご
と
を
支
え
る
共
済
』

は
、
組
合
員
を
支
え
る
た
め
に

ど
ち
ら
も
不
可
欠
。
じ
ち
ろ
う

共
済
は
自
治
労
組
合
員
だ
け
が

加
入
で
き
る
。
自
治
労
組
合
員

の
多
く
は
自
治
体
職
員
で
、
病

気
や
自
動
車
事
故
の
リ
ス
ク
が

低
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

安
価
な
掛
金
が
実
現
で
き
て
お

り
、
組
合
員
の
意
見
を
反
映
し

た
制
度
設
計
も
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
リ
ス
ク
が
低

い
た
め
、
年
間
掛
金
で
2
か
月

分
程
度
の
金
額
を
割
戻
金
と
し

て
組
合
員
へ
還
元
で
き
て
お

り
、
民
間
保
険
会
社
と
比
較
し

て
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」
と
の

発
言
が
あ
っ
た
。

日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

組
合
運
動
の
積
み
重
ね
が
不
可
欠

ま
た
、
安
東
事
務
局
長
は

「
物
を
購
入
す
る
と
き
の
基
準

と
し
て
、
①
品
質
の
良
さ
、
②

価
格
の
手
頃
さ
、
③
ブ
ラ
ン
ド

力
、
④
説
明
の
分
か
り
や
す

さ
、
⑤
推
奨
者
の
信
頼
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
じ
ち
ろ

う
共
済
は
こ
れ
ら
5
点
を
満
た

す
も
の
と
考
え
て
い
る
。
組
合

員
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
た

め
に
は
、『
組
合
員
の
困
り
ご

と
に
耳
を
傾
け
、
課
題
を
改
善

・
解
決
し
て
い
く
』『
人
間
関

係
を
密
に
し
て
い
く
』
と
い
う

方
法
が
重
要
だ
」
と
呼
び
か
け

た
。

▼
分
科
会
は
2
面
に
て

2
0
2
2
都
本
部
組
織
集
会

「
組
合
は
み
ん
な
で
つ
く
る
も
の
」意
識
の
共
有
が
重
要

都
本
部
は
10
月
29
日
、
2
0
2
2
組
織
集
会
を
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
で
対
面
と
ウ
ェ
ブ
の
併
用
で
開
催
し
、
46
単
組
1
3

5
名
が
参
加
し
た
。
都
本
部
組
織
集
会
は
、「
組
織
の
強
化

・
拡
大
」
を
目
的
と
し
て
「
新
規
採
用
者
の
加
入
率
の
低

下
」、「
組
合
脱
退
者
の
増
加
」
な
ど
、
都
本
部
運
動
の
柱
と

な
る
大
き
な
課
題
に
つ
い
て
単
組
と
一
体
と
な
り
取
り
組
む

た
め
実
施
し
て
い
る
。
前
半
は
全
体
会
と
し
て
基
調
講
演
、

後
半
は
3
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
議
論
を
深
め
た
。

▲基調講演をする自治労共済
推進本部、安東事務局長

50
歳
を
過
ぎ

て
、
何
を
思
っ
た

か
突
然
バ
イ
ク
の

免
許
を
と
っ
た
。

週
末
は
、
美
味
し

い
も
の
を
求
め
て

西
へ
東
へ
と
大
忙
し
だ
。
携

帯
の
ナ
ビ
を
設
定
し
て
出
か

け
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
行
く

こ
と
が
で
き
る
。
ま
っ
た
く

便
利
な
世
の
中
だ
▼
そ
の

昔
、
車
の
免
許
を
と
っ
た

時
、
ナ
ビ
な
ん
て
い
う
も
の

は
な
く
、
マ
ッ
プ
ル
を
片
手

に
目
的
地
を
目
指
し
て
、
右

往
左
往
し
た
も
の
だ
。
ナ
ビ

は
、
曲
が
る
ポ
イ
ン
ト
が
く

る
と
教
え
て
く
れ
る
。
親
切

な
こ
と
、
こ
の
う
え
な
い
。

し
か
し
、
不
思
議
な
も
の
で

ナ
ビ
に
案
内
さ
れ
て
通
っ
た

道
は
、
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
な

く
、
地
図
と
に
ら
め
っ
こ
し

な
が
ら
通
っ
た
道
は
不
思
議

と
覚
え
て
い
る
（
私
だ
け
だ

ろ
う
か
？
）
▼
最
近
、
漢
字

も
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
が
自
動

変
換
し
て
く
れ
る
の
で
、
い

ざ
書
く
と
き
に
思
い
出
せ
な

い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
便
利

な
世
の
中
に
な
る
と
、
人
間

の
能
力
は
失
わ
れ
て
い
く
の

だ
ろ
う
か
？
恩
恵
が
多
い

分
、
失
う
も
の
も
多
い
の

か
？
く
れ
ぐ
れ
も
、
自
分
の

老
化
が
原
因
だ
と
は
考
え
た

く
な
い
▼
日
々
、
記
憶
力
向

上
の
た
め
、
携
帯
で
脳
ト
レ

に
励
む
日
々
で
あ
る
。

（
佐
野
）

東奔西走

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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私
た
ち
が
生
活
し
や
す
い

社
会
環
境
は
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
？

コラム 2
0
2
2
都
本
部
賃
金
確
定
闘
争

そ
れ
ぞ
れ
の
交
渉
と
妥
結
内
容

2
0
2
2
賃
金
確
定
闘
争
は
、
都
・
区
に
お
け
る
各
人
事
委
員
会
勧
告
通
り
、
一
時
金
の
引

上
げ
等
を
妥
結
。
争
点
と
な
っ
た
若
年
層
に
重
点
を
置
い
た
賃
金
水
準
の
引
上
げ
や
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
賃
上
げ
、
と
り
わ
け
、
特
別
区
と
東
京
清
掃
労
組
に
お
け
る
、
3
月
期
末
手
当

を
廃
止
し
、
支
給
回
数
を
3
回
か
ら
2
回
と
す
る
と
し
た
内
容
な
ど
、
厳
し
い
交
渉
を
強
い
ら

れ
た
。
市
町
職
の
い
く
つ
か
の
単
組
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
、
一
定
の
成
果
・
解
決
を
見
た
が
、
多
く
の
諸
課
題
を
残
す
形
と
な
っ
た
。

東
京
都
に
お
け
る
賃
金
に
関

す
る
主
な
交
渉
結
果
は
、
①
月

例
給
、
特
別
給
に
つ
い
て
は
勧

告
通
り
、
給
料
表
を
引
上
げ
改

定
及
び
0
・
1
月
分
を
勤
勉
手

当
で
の
引
上
げ
（
2
0
2
2
年

4
月
1
日
遡
及
実
施
）
②
業
務

職
給
料
表
の
改
定
（
行
政
職
給

料
表
㈠
の
改
定
内
容
を
基
本
に

引
上
げ
改
定
）
③
給
料
の
調
整

額
の
改
定
④
昇
給
制
度
の
見
直

し
（
3
年
連
続
で
総
合
評
定
Ｄ

の
職
員
は
昇
給
無
し
。
監
督
職

層
及
び
一
般
職
層
の
職
員
を
対

象
・
2
0
2
4
年
4
月
1
日
か

ら
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、
休
暇

制
度
に
関
す
る
特
徴
点
と
し
て

妊
娠
症
状
対
応
休
暇
の
見
直
し

（
時
間
を
単
位
と
し
て
取
得
可

能
と
す
る
。
2
0
2
3
年
1
月

1
日
か
ら
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
内
容
に
関
し
て
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
も
同
様
に
適

用
さ
れ
る
。

今
回
、
都
側
が
固
執
し
続
け

た
退
職
手
当
制
度
見
直
し
に
つ

い
て
、
都
労
連
は
、
国
が
水
準

改
定
を
行
わ
ず
、
総
務
省
が
国

の
基
準
を
踏
ま
え
適
切
に
対
応

す
る
よ
う
発
出
し
て
い
る
中
、

ご
く
僅
少
な
官
民
較
差
に
基
づ

き
、
支
給
水
準
の
引
下
げ
に
つ

な
が
る
見
直
し
を
行
う
合
理
性

は
な
い
と
し
て
、
都
側
の
要
求

を
退
け
た
。
し
か
し
、
都
側
は

能
力
・
業
績
主
義
を
強
化
し
、

給
与
へ
の
職
責
・
能
力
・
業
績

の
一
層
の
反
映
を
め
ざ
し
て
お

り
、
再
び
問
題
が
顕
在
化
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
都
労
連
は
今

後
、
今
回
実
現
で
き
な
か
っ
た

会
計
年
度
任
用
職
員
等
の
処
遇

改
善
や
55
歳
昇
給
抑
制
措
置
の

廃
止
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
及
び
暫
定
再
任
用
職

員
の
賃
金
水
準
の
抜
本
的
な
引

上
げ
な
ど
の
課
題
、
要
求
実
現

に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

第
1
分
科
会

第
1
分
科
会
で
は
、
若
者
の

心
理
や
実
態
に
焦
点
を
あ
て

「
組
合
活
動
の
再
生
」「
共
感

さ
れ
る
労
働
運
動
」
を
探
っ

た
。
前
段
で
は
、
独
立
行
政
法

人
労
働
政
策
・
研
修
機
構
の
松

上
隆
明
さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。「
国
際
比
較
か
ら
見
た
日

本
の
若
者
意
識
の
現
状
」
に
つ

い
て
、
①
他
国
に
比
べ
極
度
に

「
自
己
肯
定
感
」「
社
会
参
加

意
識
」
が
低
い
。
②
将
来
に
悲

観
的
で
職
業
生
活
へ
の
満
足
度

は
国
際
的
に
も
低
い
、
と
い
う

調
査
結
果
が
紹
介
さ
れ
た
。
松

上
さ
ん
は
「
労
働
組
合
が
向
き

合
う
課
題
は
、
若
者
の
意
識
改

革
で
は
な
く
閉
塞
感
を
打
開
す

る
よ
う
な
社
会
観
・
世
界
観
を

打
ち
出
し
職
場
単
位
で
『
交

流
』
や
『
ま
な
ぶ
』
場
を
形
成

す
る
中
か
ら
、
人
と
人
と
を

『
つ
な
ぐ
』『
気
づ
き
』『
共

感
』
を
掘
り
起
こ
す
努
力
で
あ

る
」
と
訴
え
た
。

続
く
自
治
労
本
部
の
兒
玉
青

年
部
長
の
報
告
で
は
、「
知
る

こ
と
で
熱
意
が
生
ま
れ
る
」
と

し
、
若
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
つ
い
て
、「
ま
ず
は
若
者
た

ち
自
身
に
関
わ
る
お
金
と
い
う

身
近
な
話
題
か
ら
と
考
え
、
給

与
明
細
の
見
方
、
自
治
労
共

済
、
ろ
う
き
ん
等
に
つ
い
て
解

説
を
行
っ
た
」「
学
ぶ
機
会
・

気
づ
く
機
会
を
身
近
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
学
習
の

機
会
を
設
け
る
際
は
、
参
加
者

が
理
解
し
た
か
ど
う
か
に
こ
だ

わ
る
べ
き
」
と
の
力
強
い
発
言

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
単
組
報
告
で
は
、

自
治
労
都
庁
職
の
内
田
執
行
委

員
が
登
壇
。「
若
年
層
に
組
合

に
入
っ
て
も
ら
う
に
は
、
若
者

の
興
味
が
あ
る
分
野
で
組
合
加

入
を
促
進
す
る
し
か
な
い
。
例

え
ば
オ
フ
ィ
ス
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
資
産
形
成
の
や
り
方
と
い

っ
た
内
容
か
ら
、
関
心
・
き
っ

か
け
を
作
る
の
が
良
い
の
で
は

な
い
か
」
と
語
っ
た
。
ま
た
、

「（
い
き
な
り
役
割
を
持
た
せ

る
の
で
は
な
く
、）
ま
ず
は
、

賃
金
交
渉
等
は
執
行
委
員
が
担

え
ば
良
い
と
思
う
。
そ
う
す
る

こ
と
で
（
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
）
若

い
人
は
組
合
費
を
払
う
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
、
よ
う
や
く
若
い
組

合
員
は
悩
み
を
話
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
る
」
と
訴
え
た
。

第
2
分
科
会

第
2
分
科
会
で
は
、
持
続
可

能
な
職
場
作
り
に
む
け
、
経
験

・
知
識
を
持
っ
た
会
計
年
度
任

用
職
員
の
組
織
化
や
組
織
拡
大

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
共
通
認

識
と
し
て
進
め
た
。前
段
で
は
、

3
つ
の
単
組
か
ら
の
事
例
報
告

を
受
け
、
町
田
市
職
労
、
新
海

委
員
長
の
報
告
で
は
、
基
本
単

組
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

交
渉
も
求
め
ら
れ
る
中
で「『
な

ぜ
組
合
員
で
な
い
人
た
ち
の
た

め
に
』
と
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た

疑
問
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
組
織
化
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
に
な
っ
た
」
と
し
、
会
計
年

度
任
用
職
員
も
一
緒
に
な
り
、

と
も
に
『
組
合
員
の
た
め
に
』

と
い
う
気
持
ち
で
臨
む
た
め
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

国
分
寺
市
職
労
の
長
田
書
記

長
は
、「
嘱
託
職
員
労
組
と
の

組
織
統
合
に
あ
た
り
、
組
合
費

の
金
額
差
が
大
き
な
課
題
だ
っ

た
」
と
し
た
。
独
自
の
慶
弔
制

度
や
組
合
費
も
同
じ
で
あ
る
べ

き
と
い
っ
た
視
点
か
ら
の
組
合

員
間
で
の
均
衡
を
図
る
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

練
馬
区
職
労
は
、
非
常
勤
職

員
労
組
と
組
織
統
合
し
評
議
会

を
結
成
。
阿
部
副
委
員
長
は
、

「
月
1
回
幹
事
会
を
開
催
、
区

職
労
内
で
は
現
在
も
組
織
拡
大

Ｐ
Ｔ
を
継
続
し
、
闘
争
の
仕
組

み
や
組
合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を

訴
え
、
組
織
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
話
し
、
活
動
す
る

に
あ
た
っ
て
の
工
夫
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
。

後
段
で
は
、
報
告
者
に
会
計

年
度
任
用
職
員
3
名
を
加
え
た

計
6
名
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
組
合
活
動
も
先
人
た
ち

の
地
道
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て

今
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
か

ら
加
入
す
る
人
に
も
組
合
活
動

の
意
義
を
伝
え
つ
つ
組
織
拡
大

し
て
い
き
た
い
」
と
の
意
見
が

挙
が
り
、
組
織
強
化
・
拡
大
に

む
け
団
結
を
図
っ
た
。

第
3
分
科
会

第
3
分
科
会
は
自
治
体
単
組

と
公
共
民
間
単
組
が
互
い
の
課

題
を
共
有
し
、
労
使
交
渉
の
枠

を
超
え
た
連
携
の
あ
り
方
を
考

え
る
機
会
と
し
た
。

前
段
の
自
治
労
本
部
の
比
田

井
強
化
・
拡
大
局
長
の
講
演
で

は
、「
公
共
民
間
単
組
の
労
働
条

件
の
維
持
・
向
上
や
雇
用
不
安

の
解
消
は
、
事
業
主
と
交
渉
す

る
だ
け
で
は
難
し
い
局
面
も
あ

り
、
自
治
体
へ
の
要
請
が
必
要

と
な
る
。（
自
治
体
単
組
と
の

連
携
に
あ
た
っ
て
）
大
事
な
こ

と
は
公
共
民
間
単
組
自
身
が
、

自
分
た
ち
の
組
合
活
動
、
要
求

・
交
渉
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

こ
と
だ
」「
連
携
の
形
は
様
々
だ

が
、
自
治
体
単
組
か
ら
経
験
の

あ
る
役
員
に
特
別
執
行
委
員
と

し
て
交
渉
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て

も
ら
う
こ
と
や
連
名
に
よ
る
自

治
体
へ
の
要
請
行
動
な
ど
も
一

つ
の
方
法
だ
。
日
頃
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

互
い
の
定
期
大
会
や
旗
開
き
等

に
招
待
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
よ
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
武
蔵
野
市
職
労
・

小
町
委
員
長
、
武
蔵
野
市
給
食

・
食
育
振
興
財
団
労
組
・
三
瓶

委
員
長
、
東
京
清
掃
労
組
・
坂

部
副
委
員
長
、
練
馬
資
源
循
環

推
進
員
労
組
・
小
林
書
記
長
か

ら
、
自
治
体
単
組
と
公
共
民
間

単
組
の
連
携
事
例
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。
小
町
委
員
長

（
武
蔵
野
市
職
労
）
は
、「
市

内
に
関
連
労
働
組
合
が
4
つ
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
立
に
市
職

労
と
し
て
関
わ
り
、
特
別
執
行

委
員
を
派
遣
。
学
習
交
流
会
を

開
催
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
対

す
る
三
瓶
委
員
長
（
武
蔵
野
市

給
食
・
食
育
振
興
財
団
労
組
）

は
、「
要
求
交
渉
の
際
に
は
市

職
労
に
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
お
り
、
今
後
、
市
職
労

の
目
指
す
市
労
連
に
は
ぜ
ひ
参

画
し
一
層
連
携
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
連
携
を
密
に
す

る
こ
と
の
有
用
性
を
再
確
認
で

き
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

2
0
2
2
都
本
部
組
織
集
会
分
科
会

第
1
分
科
会

若
年
層
「
職
場
内
運
動
」
活
性
化
へ

第
2
分
科
会

仲
間
づ
く
り
の
工
夫

会
計
年
度
任
用
職
員
の
組
織
化

第
3
分
科
会

公
共
民
間
単
組
・
自
治
体
単
組
と
の
連
携
の
形
を
探
る

▲独立行政法人労働政策・
研修機構松上隆明さん

▲自治労本部
兒玉青年部長

労
働
組
合
運
動
は
大
き
く
4

つ
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

①
労
働
者
の
経
済
的
地
位
を
高

め
る
取
り
組
み
（
賃
金
・
労
働

条
件
の
改
善
）、
②
誰
も
が
安

心
し
て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
・
安

全
衛
生
活
動
等
）、
③
働
く
者

が
よ
り
生
活
し
や
す
い
社
会
環

境
づ
く
り
（
政
策
提
言
・
政
治

活
動
）、
④
働
く
者
の
暮
ら
し

の
安
心
を
実
現
（
共
済
運
動
・

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
）
で

す
。
こ
の
4
つ
の
取
り
組
み
全

て
が
、
私
た
ち
の
働
き
方
・
生

活
を
守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
労
働
組

合
で
取
り
組
む
の
で
す
。

今
回
は
①
か
ら
③
に
深
く
関

わ
る
事
項
で
あ
り
、
無
関
心
で

あ
っ
た
と
し
て
も
決
し
て
無
関

係
で
は
い
ら
れ
な
い
政
治
活
動

に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
従
事
す
る
地
方
自

治
体
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ

る
業
務
は
、
そ
の
多
く
が
議
会

で
の
議
決
に
基
づ
き
行
わ
れ
ま

す
。
賃
金
・
労
働
条
件
に
お
い

て
も
、
組
合
と
当
局
が
協
議
・

交
渉
を
行
い
、
そ
の
内
容
を
も

っ
て
条
例
や
規
則
を
議
会
に
上

程
し
、
審
議
・
可
決
を
経
て
確

保
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
私
た
ち
の
業
務
、
賃
金

・
労
働
条
件
は
、
議
会
と
密
接

に
関
係
し
て
い
ま
す
。

仮
に
労
使
合
意
し
た
事
項
で

も
、
議
会
で
条
例
等
の
改
正
が

可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
制
度
は
確

立
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
職
場
の

労
使
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い
雇

用
・
労
働
政
策
、
社
会
保
障
な

ど
労
使
交
渉
だ
け
で
は
解
決
が

図
れ
な
い
事
も
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
賃
金
労
働
条
件

の
改
善
事
項
や
誰
も
が
安
心
し

て
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、

よ
り
生
活
し
や
す
い
社
会
環
境

づ
く
り
な
ど
、
私
た
ち
の
要
求

・
要
望
を
結
実
す
る
た
め
に
、

組
合
員
の
現
状
や
立
場
を
理
解

し
、
議
会
や
委
員
会
に
お
い
て

私
た
ち
の
た
め
に
行
動
し
て
く

れ
る
議
員
の
存
在
は
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。

私
た
ち
の
た
め
に
行
動
し
て
く

れ
る
存
在
を
一
人
で
も
多
く

2
0
2
3
年
4
月
、
第
20
回

統
一
地
方
選
挙
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
都
本
部
で
は
、
第
48

回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
統
一

地
方
選
挙
に
む
け
た
方
針
・
候

補
者
に
求
め
る
政
策
を
確
認

し
、
10
月
・
11
月
の
単
組
代
表

委
員
会
に
お
い
て
組
織
内
候
補

4
名
、
準
組
織
内
候
補
4
名
の

推
薦
を
確
認
し
ま
し
た
。
統
一

地
方
選
挙
ま
で
半
年
を
切
っ
た

現
在
、
私
た
ち
の
た
め
に
行
動

し
て
く
れ
る
存
在
と
な
る
組
織

内
や
協
力
関
係
に
あ
る
議
員
を

一
人
で
も
多
く
確
保
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
組
合

員
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

と
か
く
、選
挙
闘
争
は
、当
選

す
る
（
さ
せ
る
）
こ
と
が
ゴ
ー

ル
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

は
単
組
運
動
の
前
進
、
組
合
員

の
要
求
実
現
の
た
め
に
議
会
や

委
員
会
で
発
信
し
、
行
動
し
て

も
ら
う
た
め
の
ス
タ
ー
ト
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
労
働
組
合
の
「
声

を
合
わ
せ
団
結
す
る
力
」
を
十

二
分
に
発
揮
し
て
、
私
た
ち
の

働
き
方
や
生
活
を
守
る
取
り
組

み
を
み
な
さ
ん
と
と
も
に
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲自治労都庁職
内田執行委員

特
別
区
・
東
京
清
掃
労
働
組

合
に
お
け
る
賃
金
に
関
す
る
主

な
交
渉
結
果
は
次
の
よ
う
に
な

っ
た
。
①
賃
金
・
一
時
金
の
改

定
は
、
勧
告
通
り
実
施
。（
一

時
金
支
給
回
数
は
3
回
⇩
2

回
）
②
公
民
比
較
方
法
の
見
直

し
に
係
る
人
事
委
員
会
へ
の
要

請
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
「
基

本
的
に
は
困
難
」
と
す
る
姿
勢

を
頑
な
に
崩
さ
な
か
っ
た
区
長

会
か
ら
「
要
請
を
検
討
す
る
」

旨
の
回
答
を
引
出
す
。
③
会
計

年
度
任
用
職
員
の
一
時
金
に
つ

い
て
は
、
人
事
委
員
会
の
不
当

な
介
入
に
よ
っ
て
改
定
無
し
と

な
っ
た
が
、
期
末
手
当
支
給
月

数
の
改
定
時
期
に
つ
い
て
、
現

行
で
は
常
勤
職
員
と
同
様
に

「
年
度
内
改
定
」
と
す
る
取
扱

い
を
「
翌
年
度
改
定
」
と
す
る

区
長
会
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て

は
、
継
続
協
議
と
し
た
。

3
月
期
末
手
当
の
廃
止
に
つ

い
て
は
、
新
規
採
用
職
員
や
会

計
年
度
任
用
職
員
の
一
時
金
が

大
幅
に
減
額
さ
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
強
く
反
対
し
た
が
、
勧
告

の
重
み
の
壁
を
打
破
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
や
む
な
く
受
け
入

れ
る
形
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

最
重
点
の
要
求
課
題
と
し
て
追

及
し
て
き
た
「
賃
金
水
準
の
回

復
」
へ
の
足
掛
か
り
と
し
て
、

公
民
比
較
方
法
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
区
長
会
よ
り
回
答
を
引

き
出
し
た
成
果
は
非
常
に
大
き

い
。
ま
た
、
現
業
給
料
表
や
任

用
制
度
運
用
の
具
体
的
な
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
現
業
職
員
の
賃
金
水
準
に
係

る
労
使
で
の
意
見
交
換
の
場
の

設
定
」
も
確
認
し
た
。
加
え

て
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関

係
」
に
あ
る
職
員
に
係
る
給
与

制
度
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

検
討
を
進
め
今
年
度
内
を
目
途

に
協
議
す
る
等
の
到
達
点
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
。

▲東京清掃労組第三波総決起集会の様子（11／15）

▲第2分科会 パネルディスカッションの様子

全
て
の
市
町
職
単
組
が
要
求

書
を
提
出
し
、
20
単
組
で
回
答

を
引
出
し
た
。
都
本
部
統
一
指

標
と
し
て
①
「
月
例
給
水
準
及

び
一
時
金
の
支
給
月
数
の
引
上

げ
」
②
「
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
料
・
諸
手
当
・
一
時
金
の

常
勤
職
員
の
賃
金
改
定
に
対
応

し
た
改
善
」
③
「
時
間
外
労
働

と
週
休
日
の
振
替
の
実
態
把
握

と
適
正
化
」
④
「
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
一
掃
に
む
け
た
具
体
的
な

対
策
強
化
」
⑤
「
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

関
係
に
あ
る
職
員
の
休
暇
・
休

業
制
度
及
び
手
当
・
旅
費
制
度

の
確
立
」
を
掲
げ
闘
争
は
進
ん

だ
。
各
単
組
の
交
渉
状
況
は
随

時
共
有
し
て
も
ら
い
、
都
本
部

は
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
や
他
市
町

の
状
況
に
つ
い
て
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
で
連
携
を
取
り
な
が

ら
交
渉
を
進
め
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬

に
つ
い
て
、
各
自
治
体
当
局

は
、「
国
・
都
、他
市
の
状
況
や

民
間
企
業
の
状
況
と
の
均
衡
を

考
慮
し
決
定
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
厳
し
い
回
答
に
終
始
。

都
本
部
は
単
組
と
連
携
し
、

「
職
場
に
分
断
を
生
み
か
ね
な

い
。
差
別
的
な
取
り
扱
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
な
が

ら
交
渉
を
強
化
し
、
結
果
、
東

村
山
は
常
勤
と
均
衡
し
た
引
上

げ
を
4
月
遡
及
で
確
認
、
西
東

京
は
期
末
手
当
の
引
上
げ
を
今

年
度
か
ら
、
東
久
留
米
は
次
年

度
か
ら
と
し
て
確
認
す
る
ほ

か
、
国
分
寺
は
都
人
勧
に
基
づ

く
報
酬
引
上
げ
を
来
年
1
月
実

施
、
三
鷹
・
昭
島
・
調
布
で
は

都
人
勧
（
一
時
金
含
む
）
を
加

味
し
た
時
給
引
上
げ
を
確
認
す

る
な
ど
の
成
果
を
得
た
。

⑤
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

関
係
に
あ
る
職
員
の
諸
制
度
の

確
立
」
に
つ
い
て
は
、
日
野
・

福
生
で
制
度
の
具
体
化
に
む
け

た
回
答
を
引
出
す
事
が
で
き

た
。

機関紙パズル ほっと一息
タテのカギ
1．年末に大合唱、ベートーヴェンの交響曲の略称。
2．暖炉にくべる割り木。
3．名探偵ホームズが情報を集め披露するものは？
5．片づけて、○○○整頓しよう。
7．冬は窓からヒンヤリ漂う。断熱シートで対策。
9．軽く一礼するあいさつ。
11．クレジット○○○、レッド○○○、○○○キー。
12．書道で筆に含ませるもの。
13．中国最後の王朝といえば？

ヨコのカギ
1．片方の目を書き入れて祈願する縁起物。
3．○○払いとは、年末の大掃除のこと。
4．年末年始の休みを利用し実家へ○○○。
6．一年の終わり頃のこと。
8．海や湖が陸地に入り込んでいる部分。
10．地図記号で港はこのマーク。
12．二枚板でゲレンデを滑走するスポーツ。
13．視点を変えて考えると、○○が広がる。
14．お代わり自由、ファミレスの○○○○バー。

▲東京都行政部市町村課への要請行動
（右・市町職連絡会高橋代表）（11／8）

▲自治労本部総合組織局
比田井強化・拡大局長

二重四角に入る文字を並び変えて下さい。
ヒント：今年は日曜日です

▲武蔵野市職労
小町執行委員長

●締切 2022年12月26日（月）
上記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●11月1日号 漢字パズルの答え「勤労感謝」

都
労
連

退
職
手
当
見
直
し
に
当
局
が
固
執

今
交
渉
期
で
の
見
直
し
を
阻
止

特
区
連
・
清
掃
労
組

市
町
職

公
民
比
較
方
法
の
見
直
し
に
光
明
を

差
す
回
答

区
長
会
か
ら
引
き
出
す

会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃
上
げ

を
複
数
の
単
組
で
勝
ち
取
る
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『
少
年
た
ち
の
時
代
革
命
』

民
主
化
運
動
の
デ
モ
に
参
加

し
た
少
女
Ｙ
Ｙ
は
警
察
に
逮
捕

さ
れ
た
。
保
釈
さ
れ
た
が
親
友

も
香
港
を
去
る
こ
と
に
な
り
、

孤
独
に
苦
し
み
自
殺
し
よ
う
と

街
を
彷
徨
す
る
。
そ
れ
を
知
っ

た
仲
間
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
頼
り

に
彼
女
を
探
し
出
そ
う
と
、
デ

モ
の
最
中
、
街
中
を
走
り
ま
わ

り
探
す
が
み
つ
け
出
せ
な
い
ま

ま
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。

夜
に
な
り
、
屋
上
か
ら
香
港

の
街
を
見
下
ろ
し
て
い
る
彼
女

を
み
つ
け
、
自
殺
を
と
ど
ま
る

よ
う
説
得
。
デ
モ
現
場
で
の
ゲ

リ
ラ
撮
影
や
、
実
際
の
デ
モ
映

像
を
織
り
交
ぜ
、
緊
迫
感
あ
る

ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
す
る
。

少
女
Ｙ
Ｙ
の
絶
望
す
る
心
、

仲
間
を
失
い
た
く
な
い
デ
モ
参

加
者
た
ち
が
民
主
化
運
動
の
中

で
も
が
く
悲
痛
な
思
い
が
伝
わ

っ
て
く
る
。
自
由
が
失
わ
れ
、

絶
望
と
希
望
の
間
で
彼
ら
は
香

港
を
歩
き
続
け
た
。

『
理
大
囲
城
』

一
国
二
制
度
が
急
速
に
揺
ら

ぐ
香
港
。
2
0
1
9
年
11
月
、

逃
亡
犯
条
例
改
正
反
対
運
動
と

そ
れ
に
続
く
民
主
化
要
求
デ
モ

の
中
で
、
香
港
理
工
大
学
が
警

官
隊
に
封
鎖
さ
れ
、
籠
城
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
13
日
間
を
追
っ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

警
棒
で
た
た
か
れ
、
催
涙
弾

や
水
を
浴
び
、
粗
暴
な
警
官
隊

に
力
ず
く
で
ね
じ
伏
せ
ら
れ
る

若
者
た
ち
の
憔
悴
や
不
安
。
ど

う
い
う
方
法
で
突
破
す
る
か
、

救
援
隊
を
待
つ
の
か
。
退
路
を

絶
た
れ
た
学
生
た
ち
が
日
ご
と

に
憔
悴
し
て
ゆ
く
姿
を
克
明
に

捉
え
て
い
る
。
監
督
は
デ
モ
参

加
者
と
し
て
大
学
構
内
で
カ
メ

ラ
を
ま
わ
し
続
け
、全
員
匿
名
。

カ
ー
ク
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
と

い
う
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
？
私
は
寡
聞
に
し

て
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
グ

ラ
ミ
ー
賞
を
何
度
も
受
賞
し
て

い
て
ゴ
ス
ペ
ル
界
に
限
ら
ず
世

界
的
に
有
名
な
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
で
、
日
本
で
も
多
く
の
ゴ
ス

ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
が
彼
の
曲
を
取

り
上
げ
て
い
る
ら
し
い
。
過
日

Sharay
R
eed

と
い
う
ゴ
ス
ペ

ル
ベ
ー
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
動
画

（
こ
れ
も
オ
ス
ス
メ
）
を
見
て

い
た
ら
関
連
動
画
にK

irk

Franklin
Love

T
heory

（bass

cover

）
と
い
う
動
画
を
多
く

の
人
が
あ
げ
て
い
て
気
に
な

り
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
の
動
画
を

見
て
み
る
と
こ
れ
が
今
ま
で
の

正
統
派
ゴ
ス
ペ
ル
の
イ
メ
ー
ジ

を
覆
し
て
い
て
実
に
カ
ッ
コ
イ

イ
！
歌
は
も
っ
ぱ
ら
ク
ワ
イ
ア

の
姉
さ
ん
た
ち
が
歌
い
、
彼
自

身
は
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や“com

e

on!”

、“hallelujah”

な
ど
の

合
い
の
手
を
入
れ
て
盛
り
上
げ

る
。
も
ち
ろ
ん
ベ
ー
ス
も
い
い

の
だ
が
、
カ
ー
ク
本
人
の
パ
ワ

フ
ル
で
エ
ナ
ジ
ェ
テ
ィ
ッ
ク
な

音
楽
に
す
っ
か
り
ハ
マ
っ
て
し

ま
っ
た
。
ゴ
ス
ペ
ル
に
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
や
Ｒ
＆
Ｂ
、
フ
ァ
ン
ク

を
取
り
入
れ
た
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
・
ゴ
ス
ペ
ル
と
い
う
ら
し

い
。
早
速
Ｃ
Ｄ
（
サ
ブ
ス
ク
で

は
な
い
と
こ
ろ
が
年
代
）
を
注

文
、
検
索
を
し
て
彼
の
動
画
を

見
ま
く
る
生
活
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い

る
時
や
、
困
難
な
状
況
に
あ
る

時
、
そ
ん
な
と
き
に
聴
い
て
勇

気
と
力
を
あ
た
え
て
く
れ
る
と

思
う
の
で
オ
ス
ス
メ
す
る
次
第

で
あ
る
。
最
初
に
見
る
の
は

K
irk
F
ranklin:tiny

desk

(hom
e
)concert

（
※
Ｑ
Ｒ

参
照
）が
よ
ろ
し
い
か
と
思
う
。

信
仰
の
あ
る

な
し
に
か
か

わ
ら
ず
是
非

一
度
ご
覧
頂

き
た
い
。

�出身県 東京都
�組合歴
2015年8月
自治労環衛サービス労
働組合設立時は書記長
2021年11月
執行委員長
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も
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だ

こ
う
い
ち

自
治
労
環
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サ
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リ
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工
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映
画
へ
の
検
閲
、
規
制
が
厳
し
く
な
り
、
言
論
と
表
現
の
自
由
が

一
段
と
狭
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て
い
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香
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で
の
上
映
禁
止
作
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が
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開

ⓒⓒAAnniimmaall FFaarrmm PPrroodduuccttiioonn ⓒⓒHHoonngg KKoonngg DDooccuummeennttaarryy FFiillmmmmaakkeerrss

�『少年たちの時代革命』2022年12月10日～
�『理大囲城』2022年12月17日～
ポレポレ東中野ほか全国ロードショー（TEL03－3371－0088）

�公公式式ササイイトト：：wwwwww..rriiddaaii－－sshhoonneenn..ccoomm

第
59
回
護
憲
大
会

憲
法
を
変
え
る
こ
と
よ
り
活
か
す
こ
と

11
月
12
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
、
愛
媛
県
松
山
市
で
第
59
回

護
憲
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
護

憲
大
会
は
平
和
や
人
権
尊
重

等
、
憲
法
理
念
の
実
現
を
め
ざ

し
て
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。「
憲
法
を
変
え
る
こ
と
よ

り
活
か
す
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
本
集
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
3
年
ぶ
り
の
対
面
開
催

と
な
っ
た
が
、
全
体
で
6
5
0

人
が
参
加
し
た
。

全
体
会
で
は
、「
日
中
国
交

正
常
化
50
年
対
話
の
扉
を
大
き

く
開
き
ア
ジ
ア
の
緊
張
緩
和
と

世
界
平
和
へ
の
貢
献
を
！
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
杉
浦
ひ
と
み
さ
ん
（
弁

護
士
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
内
田
雅
敏
さ
ん
（
弁

護
士
）、
林
千
野
さ
ん
（
日
中

関
係
学
会
副
会
長
）、
飯
島
滋

明
さ
ん
（
名
古
屋
学
院
大
学
教

授
）
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

行
わ
れ
た
。
特
に
林
千
野
さ
ん

が
解
説
し
た
中
国
の
経
済
事
情

や
国
内
情
勢
に
つ
い
て
は
、
他

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
林
さ
ん
に
質

問
す
る
形
で
の
議
論
が
展
開
さ

れ
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
見
た
日

本
に
つ
い
て
の
質
問
に
は
、

「
ア
メ
リ
カ
と
コ
ン
ビ
を
組
む

日
本
は
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
脅
威

と
見
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対

応
の
杜
撰
さ
や
経
済
に
つ
い
て

は
、
低
く
評
価
さ
れ
て
い
る
」

な
ど
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
も
深
く

関
心
を
寄
せ
、
活
発
な
議
論
と

な
っ
た
。

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

が
受
賞

最
終
日
の
閉
会
総
会
で
は
、

憲
法
擁
護
や
平
和
活
動
に
尽
力

し
た
人
物
や
団
体
の
功
績
を
称

え
る
「
遠
藤
三
郎
賞
」
の
受
賞

式
が
行
わ
れ
、
5
0
0
回
以
上

に
わ
た
り
毎
月
都
内
の
駅
頭
や

役
所
前
で
反
戦
・
反
核
を
訴
え

る
「
反
核
座
り
込
み
」
を
継
続

し
て
い
る
東
京
の
三
多
摩
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
が
受
賞
し
た
。

▲愛媛県松山市での全体会の様子

自治労「国際連帯救援カンパ」のお願い

自治労の「国際連帯救援カンパ」は1991年に始まり、これまで難
民救援や児童労働禁止のキャンペーン、途上国の子どもの生活と教
育の支援などに活用してきました。今年度も昨年度に引き続き「ミ
ャンマーに民主主義を」というテーマを設定しました。2021年2月
1日のクーデターから1年以上が経過しましたが、ミャンマー国軍
による労働者や市民への弾圧はますます激しさを増しています。民
主主義を求めて不服従運動を続ける人々を支援するために、国際連
帯救援カンパの取り組みをお願いいたします。
●集約日
第1次集約：2023年1月5日（木） 第2次集約：2023年4月7日（金）

●目標額
目標設定はありませんが、毎年「ワンコインの支援」を合言葉に組合員
の皆さまのご協力を呼びかけています。

●カンパ集約方法
組合事務所を通じてご協力をお願いいたします。

各種選挙 自治労東京都本部 推薦候補者（ 2022年11月22日
第9回単組代表委員会決定）

2023年統一地方選挙（2023年4月予定）都本部推薦（第二次）立候補予定者
＜政策協力候補＞
【調布市議会議員】さかきばら 登志子 現職2期52歳 立憲民主党

【小平市議会議員】中江 みわ 現職2期43歳 立憲民主党

＜一般推薦候補＞
【世田谷区議会議員】羽田 圭二 現職6期68歳 立憲民主党

【文京区議会議員】 浅田 やすお 現職4期68歳 立憲民主党

＜組織内候補＞
【千代田区議会議員】小枝 すみ子 現職8期58歳 無所属

＜準組織内候補＞
【豊島区議会議員】 和賀井 哲代 現職2期69歳 無所属
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